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概略
私が所属する動物細胞⽣物学研究室はプロテインキナーゼの機能解析をバック
グラウンドにして、⽣命現象における分⼦機構の解明を⽬指している。プロテ
インキナーゼは基質タンパク質のリン酸化を介して細胞内情報伝達を担う分⼦
であり(図1)、多様な⽣命現象に関与している。これまでに、私はプロテインキ
ナーゼに着⽬して2型糖尿病と温度適応機構の研究を⾏なってきた。本セミ
ナーでは、博⼠課程にて得られた研究成果の集⼤成を紹介する。
2型糖尿病の研究については、糖尿病を深刻化させる要因である糖毒性に着

⽬した。糖毒性とは、慢性的な⾼⾎糖によって引き起こされる膵臓b細胞での
インスリン分泌の抑制のことである(図2)。私はインスリン発現の抑制に寄与す
るリン酸化シグナリングの同定に取り組んだ。そして、プロテインキナーゼで
あるCPG16がインスリン発現を抑制することを報告した(Biochem. Biophys.
Res. Commun., 2019)。加えて、CPG16が転写因⼦JDP2を介してインスリン
発現を制御することを⽰した(Mol. Cell. Endocrinol., 2021)。
次に、概⽇時計の温度補償性に関する共同研究に参画した。概⽇時計の温度

補償性とは、約24時間の時計周期(概⽇リズム)が⽣理的な温度範囲にて温度⾮
依存的に保たれている性質のことであり、⽣物における温度適応機構の1つで
ある。共同研究により、Ca2+シグナルが概⽇時計の温度補償性に寄与すること
を発表した(図3, Sci. Adv., 2021)。この際、私は温度とプロテインキナーゼの酵
素学的な性質との関連について興味深い発⾒をした(未発表、論⽂作成中)。
講演では、上記の研究成果をもとに議論を展開したい。
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